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宇宙に保管した
ミヤコグサの育成
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茨城



研究結果

■発芽率

地球種

発芽数 16個
発芽率 100％

宇宙種

発芽数 15個
発芽率 94％



■茎長の変化
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■葉数の変化
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写真2：種子を乳鉢と
サンドペーパーで擦る

写真1：低温保存容器で保管された種子

写真3：播種



表1：最終計測データ

写真5：12月16日（78日目）
第1号開花

写真4：12月9日（71日目）
花芽らしきものを発見

最終計測

左 右 左 右 左 右 左 右

さや数 5 さや数 2 さや数 4 さや数 3
種子数 31 種子数 32 種子数 35 種子数 27

さや数 5 さや数 4 さや数 さや数 2
種子数 22 種子数 40 種子数 種子数 19

さや数 5 さや数 4 さや数 2 さや数 2
種子数 35 種子数 51 種子数 17 種子数 23

さや数 3 さや数 3 さや数 5 さや数 2
種子数 33 種子数 38 種子数 36 種子数 20

全体の平均値 地球の平均値 宇宙の平均値
鞘数平均 3.50 枚 鞘数平均 3.88 枚 鞘数平均 3.00 枚 間引いた株

種子平均 31.14 個 種子平均 35.25 個 種子平均 25.67 個
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考察
ｔ検定を行った結果、開花後を除いて葉の
数や茎長には有意差はないが、種子数
には有意差が認められる(P=0.032)。さや

数の差が種子数の差に影響を与えたと
考えられる。しかし、さやに入る種子数に
ばらつきがあり、種子の成熟に影響を与
えている可能性も考えられる。



課題とフィードバック
項目 内容

発芽 子葉がばらけていたものがあり、発芽率の差は乳鉢での擦りすぎによるもの
と考えられ、発芽率の差は人為的なものと考えられる。

肥料 各校において、受け皿の容積が異なると思われるので、深さでなく、総量が
等しくなるような設定の方がよいのではないか。

葉数の計測 初期において先端部分の数え方が問題となった。成長期に入り、茎の根本
に近い部分に2mm前後の葉が複数出てくるようになった。事前に計数方法
をそろえておきたい。

計測時の人
為的な影響

複数の生徒がさわることで、葉・花・さやが落ちることがあった。1株あたり根
本から4から6本の茎が出てくるため横にかなり広がるようになった。そのた

め、人工気象器から取り出す際に絡まっていることが多く、結果的にほどく
時に葉・花・さやを落としてしまう、茎を折ってしまうということがあった。ある
程度に成長した際には、白菜のように縛るか、OHPシートのような薄くかつ光

学的に問題のないシートを丸めたものの中で育ててはどうであろうか。本校
では最終的には糸で縛り、落ちを軽減するようにした。


